


て
お
り
、
地
域
協
議
会
の
役
割
は
一
層
重

要
な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
で
は
、
現
在
、
地
域
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
情
勢
変
化
の
中
で
も
、
地

域
内
の
支
え
合
い
、
協
働
な
ど
に
よ
っ
て

地
域
の
価
値
・
魅
力
を
磨
き
、
真
の
豊
か

さ
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
。

地
域
活
動
の
現
状
は
、
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
な
か
で
、
生
活

の
個
別
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
地
域
共
有

の
問
題
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
力
は
弱
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
少
子
高

齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
す
。
市
の
財

政
事
情
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
地
方
分
権

の
拡
大
に
伴
い
地
方
の
力
が
問
わ
れ
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

の
大
き
な
変
革
期
に
対
応
す
る
た
め
、
住

民
参
画
に
よ
る
地
域
の
自
立
的
運
営
や
官

民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

今
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し

ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
行
う
ま
ち
づ
く
り

を
応
援
す
る
た
め
、
市
内
で
地
域
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
む
団
体
が
行
う
事
業
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
で
、
各
地
域
協
議
会

が
所
管
内
の
申
請
事
業
を
審
査
し
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
団
体
が
人
材
育
成
活

動
や
地
域
間
交
流
、
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
の
役
割

十
日
町
市

地
域
振
興
基
金
の
設
置

ま
ち
づ
く
り
活
動
費

助
成
事
業
の
審
査

昨
年
度
か
ら
始
め
た
「
ま
ち
・
む
ら
ト

ー
ク
」
は
、
お
お
む
ね
地
域
協
議
会
単
位

に
市
長
が
出
向
い
て
、
住
民
参
画
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、
と
も
に
理
解

「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」

の
運
営

本号から、各地域協議会の活動状況や地域のまちづくりへの取組みなどリレー形式で掲載します。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
協
議
会
の
連
携
や
情

報
交
換
、
地
域
自
治
組
織
の
さ
ら
な
る
研

究
な
ど
を
目
的
に
11
地
域
協
議
会
の
会
長

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
十
日
町
市
地
域

協
議
会
連
絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
こ
れ
ま
で
２
回
の
会
議
が
開

催
さ
れ
、
市
と
の
協
働
事
業
や
地
域
生
活

交
通
基
本
計
画
の
概
要
、
地
域
情
報
化
の

現
状
、
合
併
地
域
振
興
基
金
の
活
用
な
ど

が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
地
域
協
議

会
の
活
動
状
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い
、

活
動
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会

連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

■
問
合
せ

総
合
政
策
課
自
治
振
興
係

(

1
７
５
７
―
３
１
９
３)

十
日
町
地
域
の
各
公
民
館

各
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

て
、
合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
た
十
日
町

市
地
域
振
興
基
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
中
に
４
億
円

を
積
み
立
て
、
20
年
度
以
降
は
市
の
財
政

状
況
に
応
じ
て
積
み
増
し
を
検
討
し
ま
す
。

基
金
運
用
に
つ
い
て
は
、
利
子
分
に
つ
い

て
そ
の
活
用
内
容
を
各
地
域
協
議
会
で
も

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
実
行
し
て
い
く
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
７
月
の
水
沢
地
域
協
議
会

を
皮
切
り
に
、
11
月
ま
で
に
市
内
12
か
所

で
開
催
さ
れ
、
発
言
者
の
取
り
ま
と
め
や

当
日
の
進
行
な
ど
を
地
域
協
議
会
が
主
体

と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。

十日町中学校区63町内の地域から選任された25人の委員で十

日町地域協議会は構成されています。月１～２回の幹事会、委員

会を開き、地域の自立的運営や官民協働による地域づくりを目指

しています。また、市の重要な事項についての答申や中越大震災

復興基金、地域振興基金の活用などで中心市街地の活性化を図る

振興策を構築すべく検討を重ねています。今後、まちづくりの再

生には各商店街振興組合や各地区振興会など、住民の地域コミュ

松之山地域協議会 十日町地域協議会

今年度から松之山地域の振興を目指した具

体的な作業を始め、まず松之山の自立した地

域の組織「松之山地域振興会」の組織づくり

を進めました。この振興会は、６地区の代表

者はもとより、地域内の様々な団体の代表者

により組織されており、広く地域の意見を集

め、振興策につなげることとしています。

今後は、地域協議会と振興会が「車の両輪」

となって松之山の

地域づくりを進め

ていきます。

◆◆◆今年度の取り組みと

これから◆◆◆

松之山地域協議会は、松之山地域の６地区

の地区協議会代表者、商工会や観光協会の公

共的団体の代表者及び有識者として各界から

６人、また公募による委員６人の合計20人

体制で、おととし８月の発足以来、今年９月

までに25回の協議会を開催しています。

昨年度までは、市からの諮問事項のほかに、

主に合併後の松之山の地域づくりを進める基

礎的な協議を進めてきました。

◆◆◆委員の構成と主な協議◆◆◆
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平
成
17
年
の
市
町
村
合
併
の
際
、
地
域
の
個
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

な
ど
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
（
地
域
自
治
組
織
）

の
育
成
を
図
る
た
め
、
市
の
付
属
機
関
と
し
て
地
域
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
十
日
町
市
全
体
で
11
の
地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
定
期
的

に
会
議
を
開
催
し
、
地
域
の
課
題
や
自
分
た
ち
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
活
発
に
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

１

各地域協議会の紹介

会　長

副会長

幹　事

〃

〃

〃

〃

〃

委　員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

水 落 明

大久保 強

柳 光 政

中 山 博

阿 部 武 市

桜 井 弘 志

庭 野 忠 郎

柳 邦 男

矢 口 辰 幸

樋 口 孝 二

小 川 文 江

星 野 景 子

宮 入 正 吉

水野美奈子

村 山 隆 義

尾 身 勇

金 崎 和 子

西方勝一郎

春 川 熊 二

湯 沢 辰 三

池 田 誠

大 津 敏 和

尾 身 省 吾

大 島 浄 子

池 田 孝 子

（南部地区振興会）

（新座地区振興会）

（十日町商店街振興組合）

（中央地区）

（東部地区振興会）

（田川町地区振興会）

（美佐島地区振興会）

（新座地区振興会）

（南部地区振興会）

（南部地区振興会）

（妻有踊り隊・華焔）

（NPO法人なかまたち）

（昭和町商店街振興組合）

（本町２丁目商店街振興組合）

（中央地区）

（中央地区）

（中央地区）

（東部地区振興会）

（東部地区振興会）

（田川町地区振興会）

（美佐島地区振興会）

（新座地区振興会）

（新座地区振興会）

（新座地区振興会）

（新座地区振興会）

役職名 氏　名（備考）

〈十日町地域協議会委員〉 ニティーが不可欠です。皆さん

のご意見をお近くの当協議会委

員へお気軽にお寄せください。

◆◆◆主な活動状況◆◆◆

■「安全・安心の生活環境づくり

（旧娯楽会館アスベスト対策）」

について市長へ意見書を提出

■「まちづくり活動費助成事業」

申請受付・採択審査

【まちづくり助成事業採択結果】

・ほくほく線10周年記念仮装

盆踊り大会（新座地区振興会）

・第１回東部地区親善ソフトボ

ール大会（東部地区体育協会）

・十日町市民族無形文化財赤倉

神楽伝承推進事業（赤倉神楽

保存会）

※まちづくり助成事業は１回目

の募集で予算額に達しません

でしたので11月に再募集し

ます。奮ってご応募ください。

■「まちづくり出前講座」受講

・新潟県中越大震災復興基金事

業について（総合政策課）

■「まち・むらトーク」開催準備

・11月８日e午後７時～市民

会館で開催します。テーマは

ズバリ「どうする？中心市街

地活性化」。大勢のお越しを

お待ちしています。
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９月22日G、キナーレを会場に「交通安全

都市宣言」が行われました。

宣言は、市民一人ひとりが交通ルールを守り、

悲惨な交通事故をなくすことを目標に制定され

ました。式典では、ミス十日町雪まつりの太田

真由美さんが宣言文を朗読し、田口市長、十日

町警察署長らが宣言懸垂幕を披露しました。

式典後には、「いきいきクラブチャレンジ

100」の出発式が行われ、その後、十日町中学

校、南中学校の吹奏楽部を先頭に、式典参加者

約350人が、交通安全パレードを行いました。

交通安全都市宣言�
宣
言
文

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
の
実
現
は
、
市
民
共
通
の
願
い
で
す
。

私
た
ち
十
日
町
市
民
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

に
努
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
十

日
町
市
を
「
交
通
安
全
都
市
」
と
す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
す
。

平
成
19
年
９
月
22
日

運転手の皆さん、

◆黄色信号で停止していますか？

◆交差点では歩行者を優先していますか？

◆一時停止の交差点では停止していますか？

◆狭い道でスピードを出していませんか？

◆違法駐車をしていませんか？

交通事故を無くすために、ひとり一人が交

通マナーを守りましょう。そしていつもゆと

りを持って運転しましょう。

あなたの交通マナーはだいじょうぶ？

昨年の県内自転車事故の死者構成率は、過去10年間で最高

の14.9％でした。自転車を利用するときは、次のことを守り

ましょう

①自転車は車道通行が原則です。

②車道の左側通行です。

③走行可能な歩道では歩行者を優先し、車道寄り徐行です。

④飲酒運転・２人乗り・並進は禁止。夜間はライトを点灯し、交

差点では信号を守り一時停止して、安全確認をしましょう。

⑤子どもはヘルメットを着用しましょう。

「自転車安全利用５則」を知っていますか？

市
民
と
行
政
が
と
も
に
学
び
、
協
働
し
な
が
ら
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
今
年

度
か
ら
「
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
職
員
が
市
民
の
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
う
か
が
っ
て
、
市
の
事
業
や
現
状

に
つ
い
て
会
話
を
し
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
た
り
す
る
講
座
で
す
。
こ
の
半
年
間
、

市
内
の
18
団
体
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
延
べ
約
４
０
０

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
依
頼
の
あ
っ
た
講
座
を
踏
ま
え
、
今
回
、

新
た
に
３
つ
の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

まちづくり出前講座実施内容（９月末現在）

講座メニュー 担当課 回数

中越大震災復興基金事
業を活用したまちづく
り（オーダーメード）

総合政策課 6

十日町市の財政状況 財政課 3

高齢者のためのいろい
ろなサービス

福祉課 2

その他（高速情報通信
網基盤整備事業など各
１件）

各　課 7

●
申
込
対
象
者

市
内
在
住
の
人
で
、
５
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
や
団
体
で
す
。

●
講
座
の
開
催
日
時

講
座
の
開
催
は
、
平
日
・
休
日
を
問
い

ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
、３
月
31
日
及
び
４
月
１
日
を
除
く
）

開
催
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
の
間
で
、
お
お
む
ね
２
時
間
以
内
で

す
。
な
お
、
準
備
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
講
座
の
開
催
場
所

開
催
会
場
は
、
申
込
者
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
講
座
の
内
容

・
講
座
メ
ニ
ュ
ー
や
申
込
先
な
ど
の
詳
細

は
、
市
役
所
本
庁
・
支
所
・
公
民
館
や

情
報
館
に
設
置
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及

び
市
報
平
成
19
年
３
月
25
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
会
場
の
確
保
や
有
料
資
料
な

ど
で
費
用
が
発
生
す
る
場
合
は
、
申
込

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
飲
酒
な
ど
を
伴
い
な
が
ら
の
講
座
は
行

い
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
の
趣
旨
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
行
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
、

市
が
行
う
業
務
に
つ
い
て
、
12
部
門
・
73

の
メ
ニ
ュ
ー
（
講
座
テ
ー
マ
）
を
用
意
し
、

受
講
を
希
望
す
る
団
体
か
ら
依
頼
を
受
け

て
担
当
職
員
が
出
向
い
て
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

十日町市まちづくり出前講座�好評！

美佐島分館で開催されたリサイクルについての出前講座

既
存
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
希
望
す
る
講
座

が
な
い
と
き
は
、
希
望
に
応
じ
た
内
容
で

別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
依
頼
で
は
、
中
越
大
震
災

復
興
基
金
事
業
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
や
上
下
水
事
業
な
ど
環
境
に
関

す
る
講
座
の
要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
次

の
３
つ
の
講
座
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

まちづくり出前講座追加メニュー

申込み・問合せ　総合政策課企画政策係　1757－3193

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
実
施
要
領

テ ー マ 概　　　　要 担　当（連絡先）

震災復興基金事業を

活用したまちづくり

震災復興に向けた取

組み

水とエネルギーの循

環路・下水道

中越大震災で被災した地域の自立的復
興のため、復興基金を活用したまちづ
くりや魅力ある地域に再生するための
プランづくりのメニューを紹介します

復興基金事業の紹介と復興に向け

た取組みの相談

私たちの暮らしに必要な水と下水

道の役割

総合政策課自治振興係

（1757-3193）

防災安全課震災復興係

（1757-3197）

上下水道局下水道維持係

（1757-3115）
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明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
くり
に
�
使
わ
れ
ま
し
た
�

一般単独事業債�
127億6,917万円�
　（30.9%）〈＋4.7％〉�

臨時財政対策債�
   67億3,861万円�
　（16.3%）〈＋13.7％〉�

過疎対策事業債�
90億8,526万円�
（22.0%）〈△3.1％〉�

一般会計では、歳入決算額373億2,953万円（前年度対比15.9％減）、歳出

決算額353億4,997万円（前年度対比16.8％減）で差し引き19億7,956万円

の黒字となりました。

公債費�
52億8,792万円�
　（15.0%）�
　　〈±0〉�

土木費�
49億8,624万円�
（14.1%）〈△31.7〉�

教育費�
36億6,156万円�
（10.4%）�
〈＋12.4％〉�

市税収入済額の状況

地方債残高の状況
413億2,834万円（前年度対比2.9%増）

地方債とは、市町村や国が銀行などの金融

機関から長期に借りるお金です。トップは一

般単独事業債で30.9％と３分の１を占めてい

ます。２番目は合併後に十日町地域でも借り

入れが可能となった過疎対策事業債で５分の

１を占めており、どちらの起債も道路の建設

などに使われています。

また、３番目は普通交付税の代替財源として

借り入れている臨時財政対策債ですが、償還

額全額を国が補てんすることになっています。

土　　　　地

建　　　　物

2,161万7,613㎡

44万9,125㎡

11億5,605万円

22万6,831㎡

2,727k

39,808㎡

433万円

有 価 証 券 株　券

山　林

立　木

土　地

現　金

現　金

学 校 基 金

土地開発基金

その他基金
（全会計分） 43億2,971万円

財 産 の 状 況
（19.3.31現在）

十
日
町
市
の
　
年
度
決
算

18年度一般・特別会計の決算

会　計　名 歳入決算額◯イ 前年度対比 前年度対比歳出決算額◯ロ 差引額◯イ－◯ロ

一　般　会　計　　373億2,953

57億8,773

2億0,094

8,398

4,644

2,613

8,531

73億3,727

49億7,157

13億3,071

32億5,750

6億8,130

238億0,888

611億3,841

△ 15.9

△ 0.2

△ 17.4

△ 8.4

△ 10.1

△ 37.1

△ 8.8

△ 6.1

△ 2.3

△ 14.2

△ 19.9

△ 48.4

△ 9.0

△ 13.3

353億4,997

55億2,346

1億9,590

7,695

4,434

2,137

8,171

70億7,350

46億9,536

12億1,724

30億8,483

5億8,637

226億0,103

579億5,100

△ 16.8

△ 1.0

△ 8.0

△ 4.4

△ 2.8

△ 36.5

△ 8.0

△ 7.4

△ 2.6

△ 16.9

△ 20.3

△ 51.7

△ 9.8

△ 14.2

国民健康保険

川西診療所

倉俣診療所

中里歯科診療所

室野診療所

松之山診療所

老 人 保 健

介 護 保 険

簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

計

合　　　計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

19億7,956

2億6,427

504

703

210

476

360

2億6,377

2億7,621

1億1,347

1億7,267

9,493

12億0,785

31億8,741

注：（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

市民の皆さんから市の財政を知っていただく

ため、市では毎年２回、財政のあらましを公表

しています。今回は６・７ページが決算状況、

８ページでは市の７月末の予算執行状況、９ペ

ージは十日町地域広域事務組合の決算状況と７

月末の予算執行状況をお知らせします。

また、10・11ページでは、市の財政を企業の

会計と同じ視点で照らし、市の資産や負債など

の状況を表したバランスシート（貸借対照表）

と行政サービスにかかった費用などを表す行政

コスト及び行政活動ごとの収支を表すキャッシ

ュ・フロー計算書をお知らせします。

決算書及び関係諸表については、市役所本

庁・支所・公民館などで閲覧できます。

■問合せ　財政課1757-3114

（単位：万円・％）

一般会計歳入の状況一般会計歳出の状況

66億2,118万円
前年度対比1.9％増

18

十
日
町
市
の
　
年
度
決
算

18

18
年
度

一
般
会
計
の
主
な
仕
事
（
単
位：

万
円
）

市債�
55億6,410万円�
（14.9%）〈△29.1〉�

市税�
66億2,118万円�
（17.7%）〈＋1.9〉�

地方交付税�
 125億�
   8,796万円  �
　　（33.7%）�
　　〈△7.9％〉�

皆さんが納めた市税は

歳入の大きな部分を占め

ています。総額66億

2,118万円のうち、固定

資産税と市町村民税で合

わせて57億1,575万円、

86.3％となっています。

〈目的別歳出の状況〉

人件費�
57億1,928万円  �
（16.2%）�
〈△11.0〉�

災害復旧事業費�
27億7,010万円�
（7.8%）〈△29.0〉�

公債費�
51億5,677万円�
（14.6%）〈△1.5％〉�

普通建設�
事業費�
62億4,006万円�
（17.7%）〈△10.8％〉�

物件費�
36億2,694万円�
（10.3%）�
〈△35.2％〉�

〈性質別歳出の状況〉

財政指標の状況

18年度の歳出額を歳
出決算額を、19年３月
末現在の人口（62,371
人）で割ると…

歳出総額
１人当たり 566,768円

商工費
38,760円

民生費
111,660円

公債費
84,782円

土木費
79,945円

総務費
61,756円

教育費
58,706円

農林
水産業費
31,812円

衛生費
29,278円

その他
（議会費など）

25,465円

災害復旧費
44,604円

373億2,953万円
前年度対比15.9％減

353億4,997万円　前年度対比16.8％減

歳出決算額353億4,997万円を、同じ種類ごとに分けた性質別と総務費、民
生費など、同じ目的別に分けたものが下のグラフです。

項　　　　目

経常収支比率（用語の解説①）

実質公債費比率（用語の解説②）

財政力指数　（用語の解説④）

数 値

95.5%

19.6%

0.390

《用語の解説》

①経常収支比率
財政の弾力性を判断するための指標。人件費、

扶助費、公債費などの経常的な経費に、市税、地
方譲与税、普通交付税などの経常的な一般財源収
入がどの程度充当されているかを表す割合です。
（17年度決算で経常収支比率が90％以上となった
全国の市町村（一部事務組合等を含む。）は、1,821
団体中882団体でした）

②実質公債費比率
地方債制度が、「協議制度」に移行したことに

伴い17年度の決算統計から導入された指標。起
債制限比率（用語の解説③）に反映されない公営
企業（特別会計含む）の公債費への一般会計繰出
金、ＰＦＩや一部事務組合の公債費への負担金、
債務負担行為に基づく支出のうち公債費類似経費
を算入した割合です。

③起債制限比率
地方債の発行を制限するのに用いる指標。通常
の行政を進めるうえで必要な一般財源を分母とし、
公債費に占める一般財源を分子として、それぞれ
の経費から交付税補てん分を差し引いた割合です。

④財政力指数
財政力の強さを判断する指標。普通交付税の算
定において、合理的な水準の行政を行うとともに
施設を維持するための財政需要を一定の方法で算
定した額（基準財政需要額）を分母とし、標準的
な徴収が見込まれる税収入を一定の方法によって
算定した額（基準財政収入額）を分子として除し
た数値の３年間の平均値。この数値が１を超える
と普通交付税が交付されない。

住民１人当たりの
歳出額

◆
総
務
費

本
町
二
分
庁
舎
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
１
億
８
、
３
８
０

里
創
プ
ラ
ン
事
業
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
、
２
９
７

基
金
積
立
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
５
、
７
７
５

高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、
８
５
０

◆
民
生
費

川
西
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
ー
施
設
整
備
事
業

…
…
…
１
億
８
、
４
３
４

身
体
障
害
者
福
祉
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、
５
４
０

知
的
障
害
者
福
祉
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
４
、
８
０
７

中
里
統
合
保
育
所
施
設
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
）

…
…
…
４
億
９
、
３
９
２

児
童
手
当
支
給
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
７
、
３
０
２

地
震
災
害
救
助
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
３
、
３
２
４

◆
衛
生
費

医
療
費
助
成
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
０
、
９
５
２

老
人
保
健
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
０
、
０
１
２

が
ん
検
診
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
、
１
６
８

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
…
…
…
…
１
億
６
、
５
７
４

じ
ん
芥
処
理
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
４
、
２
３
７

し
尿
処
理
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
、
２
６
５

災
害
廃
棄
物
処
理
費
（
事
故
繰
越
分
）
…
…
…
…
６
、
３
６
８

◆
農
林
業
費

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
…
…
…
…
…
…
５
億
４
、
４
４
５
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諸収入�
1億6,041万円�
（7.3％）〈＋983.9〉�

  寄附金�
2億1,180万円�
　（9.6％）�
　〈＋8990.1％〉�

十日町市と津南町で運営する十日町地域広域事務組合組合では、平成18年度

に、広域企画振興、消防・救急業務、家畜指導診療所の事業を行いました。

注：（ ）内は構成比、〈 〉内は前年度対比（単位：％）

十 日 町 地 域 広 域 事 務 組 合

18 年 度 一 般 会 計 の 決 算

（単位：万円・％）

一
部
事
務
組
合
の
18
年
度
決
算
・

19
年
度
７
月
末
予
算
執
行
状
況

19年度一般・特別会計の７月末予算執行状況
18年度出動・利用状況

（単位：万円・％）18年度特別会計の決算

会 計 名 ７月末予算額 収入済額 支出済額
収入率十日町市

津南町

圏域外

合　計

消防車など

234

36

0

270

2,067

421

12

2,500

6,444

7,776

－

14,220

救急車 家畜指導診療所

一 般 会 計 16億4,636

4,656

16億9,292

6億0,301

1,862

6億2,163

4億7,635

1,683

4億9,318

36.6

40.0

36.7

28.9

36.1

29.1合　　計

家畜指導
診療所

特別
会計　

組合債残高の状況

会計名
歳入額

（前年度対比）

歳出額
（前年度対比）

繰 越 金

4 ,525
（△11.3）

4 , 239
（+2.8）

286
家畜指導
診 療 所

消 防 庁 舎 建 設 事 業

消 防 施 設 整 備 事 業

防 災 対 策 事 業

1 , 4 8 8

1 億 8 , 6 9 4

1 , 3 2 6

2 億 4 , 3 0 8

2 3 億 6 , 6 2 1

4 , 7 3 0

2 8 億 7 , 1 6 7

旧 地 域
総　　合
整備事業

防災まちづくり事業

里 創 プ ラ ン 事 業

災 害 復 旧 事 業 債

合 計

（単位：万円）

（単位：件）

市
の
19
年
度
７
月
末
予
算
執
行
状
況

19年度一般・特別会計の７月末予算執行状況

歳出総額 １人当たり 528,845円

総務費
68,342円

農林
水産業費
30,850円

商工費
48,638円

衛生費
29,382円

その他
25,801円

一般会計と特別会計の7月末

予算執行状況は右表のとおりで

す。一般会計は、明許・事故繰

越分を含む7月末の予算額329

億8,458万円に対して収入済額

112億4,361万円（収入率34.1

％）、支出済額68億3,967万円

（執行済額20.7％）となってい

ます。

また、特別会計は、7月末予

算額230億7,144万円に対して

収入済額60億3,959万円（収入

率26.2％）、支出済額49億2,875

万円（執行率21.4％）となって

います。

合　計

※上記の事業には災害復旧事業も含みます。

単独事業

補助事業 26億2,470

43億9,931

70億2,401

（55.8％）

（51.7％）

（53.3％）

14億6,586

22億7,546

37億4,132

事業区分 ７月末予算額 契約済額（契約率）

公共事業契約状況

19年度７月末の全会計の投資的事業

予算額70億2,401万円に対して、契約

済額は37億4,132万円（契約率53.3％）

となっています。

（単位：万円）

一　般　会　計

合　　　計

329億8,458

59億6,039

4億2,965

64億8,633

47億6,448

13億8,862

35億3,754

5億0,443

230億7,144

560億5,602

112億4,361

16億4,751

9,731

18億9,192

15億6,996

2億6,821

4億2,890

1億3,578

60億3,959

172億8,320

68億3,967

15億6,869

1億1,527

17億5,704

11億7,448

6,796

2億1,059

3,472

49億2,875

117億6,842

会　計　名 ７月末予算額 収入率収入済額

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

（単位：万円・％）

中
山
間
地
域
活
性
化
事
業（
明
許
繰
越
分
含
む
）…
３
、
３
９
０

産
地
づ
く
り
推
進
対
策
市
単
奨
励
補
助
金
…
…
…
３
、
９
８
１

ほ
場
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
、
２
４
４

林
道
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）
…
…
１
億
１
、
２
３
２

◆
商
工
費

中
越
地
震
災
害
緊
急
特
別
資
金
預
託
金
…
…
３
億
６
、
６
３
３

交
流
促
進
事
業
（
十
日
町
地
域
廃
校
舎
改
修
）
…
２
、
５
２
２

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
施
設
整
備
費
（
明
許
繰
越
分
）

…
…
…
７
、
４
０
８

温
泉
運
営
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、
０
５
７

◆
土
木
費

道
路
橋
り
ょ
う
修
繕
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）

…
…
…
１
億
８
、
７
２
１

道
路
新
設
改
良
事
業（
明
許
繰
越
分
含
む
）…
５
億
５
、
８
８
９

克
雪
住
宅
等
整
備
促
進
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
７
、
７
５
６

道
路
除
雪
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
億
９
、
４
４
０

建
設
機
械
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
、
３
６
２

消
雪
パ
イ
プ
修
繕
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
、
４
２
９

住
宅
市
街
地
基
盤
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
２
億
６
、
４
７
９

駅
西
・
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）

…
…
…
６
億
６
、
１
６
４

四
日
町
公
営
住
宅
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
３
億
１
、
０
２
８

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
１
億
１
、
６
０
２

◆
消
防
費

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
負
担
金
（
消
防
分
）

…
…
…
11
億
８
、
０
３
６

◆
教
育
費

奨
学
金
貸
付
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
、
６
２
１

小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）
…
７
、
２
５
４

小
学
校
学
習
指
導
助
手
等
設
置
事
業
…
…
…
…
…
４
、
８
２
１

中
学
校
学
習
指
導
助
手
等
設
置
事
業
…
…
…
…
…
３
、
６
３
２

松
代
郷
土
資
料
館
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、
２
０
７

陸
上
競
技
場
改
修
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
４
、
０
０
９

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整
備
事
業

（
明
許
繰
越
分
含
む
）
…
…
…
…
…
…
２
億
５
、
９
６
７

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
…
…
…
５
億
５
、
１
４
６

◆
災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

（
明
許
・
事
故
繰
越
分
含
む
）
…
…
…
…
14
億
２
、
３
２
０

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
（
明
許
・
事
故
繰
越
分
含
む
）

…
…
…
８
億
４
、
２
８
９

川
西
・
中
里
支
所
庁
舎
災
害
復
旧
費
…
…
…
３
億
８
、
５
８
３

国民健康保険

国民健康保険診療所

老 人 保 健

介 護 保 険

簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

計

執行率支出済額

土木費
84,646円

教育費
51,137円

民生費
101,209円

20.7

26.3 

26.8 

27.1 

24.7 

4.9 

6.0 

6.9

21.4 

21.0

34.1

27.6 

22.6 

29.2 

33.0 

19.3 

12.1 

26.9

26.2 

30.8

公債費
78,531円

災害復旧費
10,309円

執行率
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※（ ）は、市民一人当りの額

◆バランスシートとは
市が保有するすべての資産や負債などの財政状態を表した報告書で

す。自治体のバランスシートは、年度末の市の資産（市の財産）と、そ

の財源である負債（将来の世代の負担部分）及び正味資産（今までの世

代が負担した部分）で構成されています。民間企業のバランスシートと

異なり「資本」という考え方がありません。

このバランスシートは、公共施設の整備と資金調達・負債の関係など

が、これまでの単年度ごとの財政状況の公表では分かりにくいことから、

これらを明確にするため総務省の指針に沿って作成しました。

バランスシート
（貸借対照表）

正味資産総額
575億6,689万円（92万3千円）

負 債 総 額
480億0,921万円 （77万円）

資 産 総 額
1,055億7,611万円（169万3千円）

◆バランスシートから分かること

②予算額対有形固定資産比率

18年度の歳入額に対する資産の比率により、市が所有する資産に何年分の歳入が充当されたかを見ることができ

ます。年数が多いほど、公共施設の整備が進んでいると考えられます。

①公共施設を整備するための世代間負担比率

有形固定資産のうち、正味資産の割合を示すものです。この比率が高いほど、これまでの世代の負担割合が高い

ことになり、財政の健全性は好ましいという見方ができます。

＝ 2.94年（17年度 2.92年）

正味資産合計（575億6,700万円）

有形固定資産合計（964億0,200万円）
＝ 59.7％（17年度 62.4％）

有形固定資産合計（964億0,200万円）

18年度普通会計の歳入予算額（328億2,200万円）

「その他のコスト」

「移転支出的なコスト」

「人にかかるコスト」

「物にかかるコスト」

35億1,164万円（12.5％）
（市民一人当たり5万6千円）

97億3,173万円（34.6％）
（市民一人当たり15万6千円）

52億6,854万円（18.7％）
（市民一人当たり8万4千円）

96億0,612万円（34.2％）
（市民一人当たり15万4千円）

◆行政コストとは
行政コスト計算書は、民間企業の会計でいう損益計算書のことです。

行政サービスにかかった費用が、どのような性格のものでどの費目に

使われたのか、またそのための財源はどこから調達したのかなどが分

かるようになっています。費用の概要についてお知らせします。

《項目の説明》

◆キャッシュ・フロー計算書とは
キャッシュ・フロー計算書は、お金の流れを見るための財務諸表

で、現金などの流動資産の収支を示す、いわゆる「資金繰り」を表

しています。ここでは、１年間の収支を大きく３つの行政活動ごと

に区分し、その区分ごとの収支の状況を表しました。

※キャッシュ・フロー計算書は、バランス
シートと同様に一般会計のみを対象とし、
決算統計の基礎数値によって分析してい
ます。計算書の対象となる資金は歳計現
金、財政調整基金及び減債基金です。

活動区分

経常収支の部

区　分

歳出合計

歳入合計

収支額①

歳出合計

歳入合計

収支額②

歳出合計

歳入合計

収支額③

金　　額

216億3,500万円

276億200万円

59億6,700万円

62億4,700万円

46億1,600万円

△16億3,100万円

71億6,800万円

31億7,600万円

△39億9,200万円

歳出及び歳入の内容

人件費、賃金、光熱水費などの物件費、生活保
護法・児童福祉法等に基づき支給される給付金
などや各種団体等に対する補助金や負担金など
の経常的な経費です。

市税、地方交付税、経常的な経費に充てるため
の国・県支出金、財源補てんのための地方債（臨
時財政対策債など）などの経常的な歳入です。

市が施設等を整備するための経費、団体への施
設整備に係る補助金などの経費です。

施設整備に係る国県支出金や地方債及び基金の
取崩しに伴う繰入金などの歳入です。

各種の貸付金、地方債元金、他会計の償還に充
てるための繰出金などの経費です。

貸付金回収額、公共資産売払収入などの歳入で
す。

公共資産整備
収支の部

投資・財務的
収支の部

◆キャッシュ・
フロー計算書
から分かること

※（ ）は、市民一人当りの額

行政コスト

行政コストの総額
281億1,803万円（45万1千円）

キャッシュ・
フロー計算書

公共資産整備収支の部と投

資・財務的収支の部については、

赤字になっていますが、経常収

支の部の黒字によってそれらの

赤字がまかなわれています。

18年度中の歳計現金の収支は３

億4,400万円であり、期首の現

金残高16億3,500万円と合わせ

ると、期末（年度末）の現金な

どの残高は19億7,000万円とな

っています。

項　　目

人にかかる
コ　ス　ト

項　　　　目

行政職員にかかる経費で、人件
費や退職給与引当金などです。

賃金、消耗品、光熱水費、施設
の維持管理費及び道路や建物な
ど資産の減価償却費などです。

生活保護法・児童福祉法等に基づき支
給される経費、各種団体等に対する補
助金や負担金、繰出金、普通建設事業
費のうち他団体への補助金などです。

災害復旧事業費、公債費のうち
利子などです。

物にかかる
コ　ス　ト

移転支出的
な コ ス ト

そ の 他 の
コ　ス　ト

18年度歳計現金増減額①＋②＋③＝④

期首歳計現金残高⑤

期末歳計現金残高④＋⑤＝⑥

3億4,400万円

16億3,500万円

19億7,900万円

※歳計現金とは…
地方公共団体の収入と支出に係
る現金のことで、一般企業にい
う運転資金にあたります。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

市
民
が
語
り
継
ぐ
10
・
23

特
集
１

中
越
大
震
災
を
検
証
す
る

特
集
２

震
災
発
生
か
ら
72
時
間

１
、
突
然
の
激
震

２
、
地
震
発
生
か
ら
３
日
間

３
、
地
域
の
習
慣
を
生
か
す

４
、
避
難
生
活
の
「
衣
・
食
・
住
」

５
、
地
震
発
生
４
日
目
か
ら
の
課
題

６
、
復
興
へ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

７
、
３
年
経
っ
た
と
お
か
ま
ち

８
、
語
り
継
ぐ
こ
と

９
、
資
料
編

エ
ピ
ロ
ー
グ

10
・
23
を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
　

中
越
大
震
災
記
録
集
の
構
成

付
録
│
│

１
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

２
、
集
落
マ
ッ
プ

体
裁
│
│

Ａ
４
版
１
６
０
ペ
ー
ジ
前
後

カ
ラ
ー
（
１
部
単
色
）
印
刷

※
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
取
材
・
編
集
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
発
行
後
、
有
料
頒
布
す
る
予
定

で
す
（
価
格
未
定
）。
後
日
、
市
政
事
務
嘱

託
員
を
通
じ
て
購
入
希
望
の
と
り
ま
と
め

を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●申込み・問合せ 総務課広報広聴係

〒948-8501 十日町市千歳町3-3

1757-3112 FAX752-4635

Ｅmail kouhou@city.tokamachi.niigata.jp

震災の恐さや地域で支えあった体験などから学

んだこと、これだけは肝に銘じたいことなど「次

代に伝えたいひとことメッセージ」（その意図も）

がありましたらお寄せください。

〈例〉

「ふだんコンビニ生活をしていると

災害時に飢える」

…（最低３食分の食料は確保しておこう）

「旅先でも額縁の下に枕は置かない」

…（旅館の人にも教えよう）

■応募方法

はがき、封書、FAX、Ｅmailなどでお送りくだ

さい。（住所、氏名、年齢、電話番号明記）

■応募期限 10月26日f（当日消印有効）

体験ひとことメッセージ�
募集中！

平成16年10月23日発
生の中越大震災で被
害を受けた国道252
号（松葉沢ダム付近）

市
で
は
、
今
年
度
発
行
予
定
の
「
中
越
大
震
災

十
日
町
市
記
録
集
」
を
現
在
作
成
中
で
す
。
事
実

を
そ
の
ま
ま
記
録
す
る
た
め
に
、
震
災
の
恐
さ
や

地
域
で
支
え
あ
っ
た
体
験
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
体
験
談
や
写
真
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
編
集
委
員
会

と
庁
内
編
集
委
員
会
を
設
け
て
編
集
内
容
の
検
討

や
情
報
収
集
・
取
材
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
編
集
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

活発な意見が交わさ
れる市民編集委員会 取材中です

伝
え
よ
う
こ
の
体
験

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土
の
適
正

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る

た
め
、
法
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行

っ
た
場
合
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
を

経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
出
を
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

◆
届
出
義
務
者
‥
権
利
取
得
者
（
売
買
で

あ
れ
ば
買
主
）

◆
届
出
時
期
‥
契
約
締
結
日
（
予
約
を
含

む
）
か
ら
２
週
間
以
内

◆
届
出
場
所
‥
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村

役
場

◆
届
出
事
項
‥
①
土
地
に
関
す
る
売
買
な

ど
の
当
事
者
②
所
在
③
利
用
目
的
④
対

価
な
ど

◆
法
定
面
積
‥
①
市
街
化
区
域
２
、
０
０

０
㎡
以
上
②
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除

く
）
５
、
０
０
０
㎡
以
上
③
都
市
計
画

区
域
外
１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

地
価
調
査
は
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
市
内
基
準
地
の
地
価
調
査
価

格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
調
査
価
格
な
ど

の
関
係
書
類
は
建
設
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
土
地
の
総

面
積
が
右
記
の
面
積
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
期
限
内
に

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
偽
り
の
届
出
を
し
た
り

す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

19
年
度
地
価
調
査
価
格
発
表

区分 所在、地番（行政区） 価　格

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

商業地

商業地

商業地

準工地

準工地

林

春日86番

中条甲2817番

南新田町２丁目４番15

馬場丁1209番6外

中仙田甲841番3外

水口沢176番

仁田2288番

本屋敷字下村丁1369番1 

通り山字居平子126番1

松代字宮沢入3208番2

犬伏字北浦497番1

蒲生字赤根2055番1外

松之山字前田1214番25

浦田字湯田2967番1

字上原子164番4

上山字向田己1592番1外

松代字上ノ山下3296番1

字中割目寅甲406番14

字下平寅乙376番8外

姿甲2359番外

43,200円/㎡

16,500円/㎡

33,500円/㎡

20,400円/㎡

4,250円/㎡

16,100円/㎡

10,100円/㎡

3,850円/㎡

13,400円/㎡

9,300円/㎡

1,970円/㎡

4,980円/㎡

8,000円/㎡

1,780円/㎡

61,900円/㎡

26,900円/㎡

13,600円/㎡

46,500円/㎡

54,000円/㎡

90,000円/10a

問
合
せ

建
設
課
都
市
計
画
係

1
７
５
７-

３
１
１
７

（
内
線
３
３
８
）

（春日町１）

（旭ケ丘）

（南新田町２）

（土市２）

（中仙田）

（旧川西田中町）

（仁田）

（本屋敷）

（通り山）

（松代）

（犬伏）

（蒲生）

（松之山）

（湯之島）

（高田町1）

（上山）

（松代）

（西本町1）

（下島）

（姿1・2）

※サイレン、半鐘などが聞こえない場合は自主
的に黙とうをお願いします。

市では震災の教訓を忘れないため、昨年に引き続き

総合防災訓練を実施します。当日は、市内全域で午前

９時にサイレン、半鐘、同報系無線で訓練の開始をお

知らせするほか、エフエムとおかまち（78.3MHz）

でも訓練の放送を行います。訓練開始に合わせ、震災

による犠牲者のご冥福を祈り、１分間の黙とうをお願

いします。

総合防災訓練を行います�▼日　時 10月21日a 午前９時～午前11時30分

▼主会場 川西中学校

▼災害想定（抜粋） 10月21日a午前８時56分、中越地方を震源とする地震が発生し、川西支所では震度６強を、

市役所本庁及び各支所では震度５強を観測した。ライフラインはほとんど寸断された状態である。新潟地方気象

台の発表によると、今後も活発な余震活動が続くものと予想されている。市では、午前９時10分に市長を本部

長とする災害対策本部を設置し、災害状況を把握するとともに、人命救助、災害復旧及び被害の拡大を防止する

ため応急対策を実施する。

▼主な訓練内容 災害対策本部設置・安否確認・被害情報収集・多数傷病者応急処置・避難誘導・消火・倒壊家屋

救助・高所救助（はしご車、県防災ヘリ）・協定自治体への応援要請・自主防災会初期消火・各種体験（降雨・

濃煙通過・AED操作など）

●問合せ：防災安全課防災安全係　1757-3197（内線286）
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

９
月
14
日
f
、
仙
田
小
学
校
（
高
橋
雅
史

校
長
・
児
童
数
23
人
）
で
、「
ふ
る
さ
と
仙
田

ウ
ォ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
「
児
童
た
ち
が
、
仙
田
の
自
然
や
歴

史
、
仙
田
の
良

さ
を
伝
え
る
活

動
に
取
り
組
む

人
た
ち
の
話
を

直
接
聞
い
て
、

ふ
る
さ
と
仙
田

に
つ
い
て
自
分

な
り
の
考
え
を
持
つ
」
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
真
夏
に
戻
っ
た
よ
う
な
暑

い
一
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
児
童
た

ち
は
高
倉
ブ
ナ
の
家
を
皮
切
り
に
、

相
国
寺
（
室
島
）、
瀬
替
え
跡
、
道
の

駅
と
雪
室
、
赤
谷
大
ケ
ヤ
キ
、
岩
瀬

ほ
た
る
の
里
な
ど
を
歩
い

て
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

見
学
の
か
た
わ
ら
、
座
禅

の
体
験
を
し
た
り
、
川
遊

び
で
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

貴
重
な
一
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

秋の収穫を喜び 味覚を楽しもう！

『第26回松之山農業祭』のお知らせ

今年で26回目を迎える松之山農業祭。特産の

ナメコの即売会やナメコを使った料理の試食会な

ど盛りだくさんのイベントを開催します。皆さん

も会場に足を運んでみませんか。

■日　時 10月28日a 午前９時30分～

■場　所 松之山自然休養村センター

■内　容 野菜即売、農機具展示販売、錦鯉展示

即売、もちつき大会、おにぎり・そば・キノコ

丼の試食会、お楽しみ抽選会など

■問合せ 松之山支所農林課（1596-3132）

川
西
地
域
協
議
会
で
は
、
十
日
町
市
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
川
西
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
、
川
西

地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
た
川
西
地
域
振

興
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
各
地
区
・
各
種
団
体
な
ど

を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
25
回
開
催
し
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

川
西
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
を
考
え
る

「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す

の
交
通
手
段
を
確
保
し
た
い
」「
地
域
や
活

動
団
体
の
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
文
化
を

伝
え
て
い
き
た
い
」「
地
域
や
団
体
の
活
動

を
結
ぶ
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
地

域
づ
く
り
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
川
西
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

す
。
川
西
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
を

考
え
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
日
時

10
月
22
日
b
午
後
７
時
30
分
〜

●
会
場

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
千
年
の
森
ホ
ー
ル

川
西
地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て
の
ご
意

見
は
、
川
西
地
域
協
議
会
事
務
局
（
川
西

支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係
内
1
７
６

８
｜
４
９
５
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
３
日
b
、
松
之
山
地
域
の
振
興
を

推
進
す
る
自
立
し
た
自
治
組
織
「
松
之
山

地
域
振
興
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
振
興

会
は
、
地
域
の
振
興
を
計
画
・
実
施
し
て

い
く
母
体
と
な
る
組
織
で
す
。
地
域
内
に

あ
る
６
つ
の
地
区
協
議
会
や
商
工
会
、
各

種
団
体
の
代
表
者
な
ど
28
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
、
３
日
の
会
議
で
は
、
会
長
に
柳

靖
治
氏
（
松
之
山
観
光
協
会
会
長
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
会
の
当
面
の
活
動
と
し
て
、
各
地

区
や
各
団
体
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
課

題
な
ど
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
も
と
に
、

松
之
山
地
域
協
議
会
が
策
定
す
る
「
松
之

山
地
域
振
興
計
画
」
の
原
案
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
９
月
と
２
月
に
開

催
予
定
で
、
松
之
山
支
所
な
ど
を
会
場
に

９
月
12
日
d
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま

で
に
10
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
高
齢
化
や
冬
期
除
雪
な
ど
生
活
に

密
着
し
た
課
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
出
さ
れ

た
課
題
か
ら
具
体
的
な
事
業
の
検
討
が
行

わ
れ
ま
す
。

振
興
会
で
は
、
来
年
４
月
を
め
ど
に
原

案
を
取
り
ま
と
め
、
松
之
山
地
域
協
議
会

へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
自
治
組

織
と
し
て
の
松
之
山
地
域
振
興
会
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
で
、
一
体
と
な
っ
た
地
域
振

興
へ
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う

一
体
と
な
っ
た
地
域
振
興
の
取
組
み
へ

松
之
山
地
域
振
興
会
が
発
足

９月22日g、まつのやます

こやか子育て委員会が主催する

「子育て講演会」が松之山自然

休養村センターで開催されまし

た。これは、地域の子どもたち

が健やかに成長するためのバックアップ事業の一つとし

て毎年開催されているものです。

この日は、大阪人間科学大学教授で児童精神科医でも

ある服部祥子氏が、「生きる力の火種 そのとうとさ」と

題して講演を行い、保護者や教職員など約120人が参加

しました。服部さんは、「幼少期にさまざまな人との出会

いで生きる力の火種が生まれる。火種はプラスだけでな

く、マイナスの体験も大切」と幼少期から思春期、そし

て大人期への

道筋について

語り、参加者

たちはメモを

取るなどして

熱心に聴き入

っていました。

さわやかな秋空のもとを力走
９月22日g、第31回川西マラソン大会が川西中学校グ

ラウンドを発着点として開催されました。競技は、個人

走（２㎞）の部、駅伝Ａ（１㎞×３人）、B（２㎞×３人）、

Ｃ（３㎞×３人）の部があり、個人走には約70人、駅伝

には約76チームが参加しました。当日は晴天に恵まれ、

選手達たちは沿道からの声援を受けながら、それぞれ健

脚を競い合い、ゴールを目指していました。

◆大会結果　個人走（２㎞）：清水孝

〈駅伝Ａ〉小学１～３年生の部：鐙島雪男雪女Ｆ　一般

の部：高

〈駅伝Ｂ〉小学４～６年生の部：鐙島雪男雪女Ａ　中学

生女子の部：川中GIRLS 一般の部：上野小学校職員

〈駅伝Ｃ〉中学生男子の部：川中BOYS 一般の部：あ

やちゃん結婚おめでとうZ

子育てネット
講演会

一
体
と
な
っ
た
地
域
振
興
の
取
組
み
へ

松
之
山
地
域
振
興
会
が
発
足

駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち駅伝Ａの部でいっせいにスタートする選手たち



◆
物
　
件
‥
土
地
及
び
建
物

◆
所
在
地
‥
十
日
町
市
倉
俣
字
お
せ
戸
甲
１
６
２
１
番
４

◆
地
　
目
‥
宅
地
　
３
９
６
・
95
g
（
実
測
面
積
）

◆
建
　
物
‥
旧
倉
俣
教
員
住
宅
（
高
床
式
木
造
３
階
建
、
延
床
面
積
３
７
６
・
98
g

築
30
年
）

◆
入
札
最
低
価
格
‥

３
、
４
５
０
、
０
０
０
円

◆
資
料
の
閲
覧
期
間
・
場
所
※
入
札
申
込

期
間
及
び
申
込
書
提
出
先
も
同
じ

期
間
‥
〜
10
月
31
日
d
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

場
所：

財
政
課
管
財
係
（
本
庁
２
階
）

現
場
説
明：

希
望
者
は
問
合
せ
先
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
閲
覧
期
間
内
、

随
時
受
付
）。

◆
入
札

日
時
‥
11
月
14
日
d

午
後
１
時
30
分
〜

(

同
日
開
札)

場
所
‥
全
員
協
議
会
室
（
本
庁
３
階
）

《
資

格

条

件
‥
な
し
　

入
札
保
証
金
‥
免
除
　

契
約
保
証
金
‥
３
４
５
、
０
０
０
円
》

◆
申
込
み
・
問
合
せ

財
政
課
管
財
係
1
７
５
７
｜
３
１
１
４

（
内
線
２
２
４
）

【
旧
倉
俣
教
員
住
宅
（
倉
俣
地
内
）】
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ひょうきんで活発なけんせいちゃんと甘えん坊の
そうたちゃん。赤が好きなけんせいちゃんはゲキレ
ッド、青が好きなそうたちゃんはゲキブルーです。
唯一納豆好きが共通点の双子の仲良し兄弟です。

たけうちけんせい・そうたちゃん
平成16年2月9日生まれ　
坂中

竹内 堅生・颯太
ちゃん

春川　佳杏
ちゃん

１つちがいの妹のことはちゃんとは、ときどきけん
かもするけどとっても仲良し姉妹です。お歌を歌っ
たり、踊ったりするのが大好きなけいちゃん。「大き
くなったらお姫さまになってパパと結婚するの！」

はるかわ　けいかちゃん　
平成15年8月30日生まれ　
本町6-3

た
ば
こ
は
、
喫
煙
者
本
人
だ
け
で

な
く
周
り
の
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
４
千
種
類
の
化

学
物
質
が
含
ま
れ
、が
ん
や
肺
気
腫
、

心
臓
病
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被

害
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
次
の
目
標
を
掲
げ
、
禁

煙
の
啓
発
や
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
家
庭

や
公
共
施
設

の
禁
煙
・
分

煙
の
推
進
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

止
め
た
く
て
も
な
か
な
か
止
め
ら

れ
な
い
の
が
た
ば
こ
で
す
。
止
め
る

意
志
を
強
く
持
ち
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
成
功
例
を
参
考
に
し
た

り
、
禁
煙
外
来
を
開
設
し
て
い
る
医

療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
も
有

効
で
す
。
ま
た
、
受
動
喫
煙
は
、
喫

煙
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
マ
ナ
ー
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
自
分
と
周
り
の
人
の
健

康
を
守
る
た
め
禁
煙
・
分
煙
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
禁
煙
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

○
喫
煙
し
て
い
な
い
人
は
、
こ
れ
か

ら
も
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
妊
婦
や
子
ど
も
の
前
で
は
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
未
成
年
者
に
た
ば
こ
を
勧
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
や
他
の
人
に
煙
の
害
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、
家
庭
や
職
場
で

禁
煙
・
分
煙
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

市
で
は
現
在
、
受
動
喫
煙
防
止
の

た
め
、
市
有
公
共
施
設
の
禁
煙
・
分

煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
地
域
の
集
会
所
な
ど
の
禁
煙
・
分

煙
や
喫
煙
ル
ー
ル
を
話
し
合
い
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
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問合せ
健康支援課地域医療係
TEL757-3719（内線127）

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

岡村　栄美 さん

1983年生
㈱当間高原リゾート ホテルベルナティオ勤務

心やすらぐ自然の魅力 自分に生かして

先月の池田隼哉さんからバトンタッチ。

28

ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
勤
務
し
て
、
改
め
て
十

日
町
の
自
然
の
価
値
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
自
然

の
中
に
生
ま
れ
生
き
て
き
て
、
あ
ま
り
に
も
身
近
に

あ
り
す
ぎ
て
分
ら
な
か
っ
た
の
か
な
。
自
然
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
山
菜
や
ア
ス
パ
ラ
採
り
、
ホ
タ
ル
観

賞
ツ
ア
ー
や
森
の
中
で
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
な

ど
四
季
を
と
お
し
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と

て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
自
然
の
中
に
溶
け

込
む
よ
う
な
感
じ
が
、
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

勤
め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
職
場
の
様
々
な

職
種
を
経
験
し
て
、
お
客
様
を
も
て
な
す
難
し
さ
に

は
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
言
葉
や
応
対
、
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
笑
顔
。

当
間
の
自
然
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
す
が
す
が
し
さ

で
応
対
が
で
き
る
よ
う
目
下
勉
強
中
で
す
。
何
し
ろ
、

ホ
テ
ル
の
印
象
に
直
結
す
る
こ
と
で
す
か
ら
。
こ
の

広
々
し
た
緑
に
親
し
も
う
と
最
近
ゴ
ル
フ
の
練
習
も

始
め
ま
し
た
。
仕
事
の
知
識
を
広
め
ら
れ
る
し
、
自

分
で
も
楽
し
み
た
い
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
す
。「

た
ば
こ
と
健
康
」

シ
リ
ー
ズ
⑥

（
現
状
値
男
性
33
％
、女
性
８
％→

目
標
値
23
年
度
男
性
30
％
、女
性
５
％)

〈
重
点
目
標
〉

喫
煙
者
の
割
合
を
減
少
さ
せ
る
。

（
現
状
値
57
％→

目
標
値
23
年
度
65
％)

〈
サ
ブ
目
標
〉

家
庭
で
禁
煙
や
分
煙
を
し
て
い
る
人

の
割
合
を
高
め
る
。

（
現
状
値
51
％→

目
標
値
23
年
度
１
０
０
％)

公
共
施
設
に
お
け
る
禁
煙
・
分
煙
の

割
合
を
高
め
る
。

市
有
地
及
び

市
有
建
物
を
公
売
し
ま
す

市
報
７
月
25
日
号
に
掲
載
し
た
次
の
物
件
に
つ
い
て
再
度
、
公
売
・
入
札
を
行
い
ま
す
。

R11
7
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Ｒ
３
５
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清
津
川�

県
道
中
深
見
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越
後
田
沢
停
車
場
線�
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９月22日g，23日aの２日間、毎年恒例となったクロア

チアカップサッカーフェスティバルがクロアチアピッチを会

場に開催されました。両日とも柏レイソルサッカースクール

が開催され、２日間で約450人の小学生が参加しました。ま

た、23日aには、第５回ミニサッカー大会が行われ、県内

外から56チーム・約500人が参加。キッズ・レディース・

ファミリーなど６つの部門に分かれて熱戦が繰り広げられま

した。連休最終日の24日bには、防災協定を結んだことか

ら始められた十日町市・和光市少年サッカー交流大会も行わ

れ、サッカーを通して親睦を深め合いました。

９
月
20
日
e
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
（
心

身
を
健
康
で
美
し
く
す
る
た
め
、
身
体
に
負
担

が
か
か
る
動
物
性
食
品
や
砂
糖
な
ど
を
控
え
、

「
玄
米
菜
食
」
を
基
本
に
し
た
食
事
法
）
研
修
会

が
、
農
舞
台
と
芝
峠
温
泉
雲
海
で
開
催
さ
れ
、

市
内
の
旅
館
や
飲
食
業
経
営
者
な
ど
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
マ
ク
ロ
ビ
研
究

者
の
中
広
行
さ
ん
・
美
恵
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

「
陰
陽
論
や
身し
ん

土ど

不ふ

二じ

な
ど
の
考
え
方
」
や
料

理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
地

域
の
食
材
を
生
か
し
た
マ
ク
ロ
ビ
料
理
が
、
新

た
な
観
光
資
源
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

クロアチアカップ サッカーフェスティバル開催！

心
も
体
も
健
康
に

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

できは上々！ 新
にい

嘗
なめ

祭献穀米稲刈り
9月26日d、如来寺地内の水田で今年の新嘗祭に献穀する、新米の

刈り取りが行われました。新嘗祭は、天皇がその年に採れた穀物を

神々に奉納し、自らもこれを食してその年の収穫を感謝する祭儀で、

毎年11月23日に宮中で行われています。全国から米や粟などが献穀

され、今年は服部安英さん（如来寺・53歳）が新潟県を代表して新

米の献納を行います。服部さんは、「農業を営む者にとって大変名誉

なことです。いいものができるか春から心配でしたが、天候にも恵ま

れ、できは上々。魚沼ブランドに恥じない米になったと思います」と

安どの面持ちで、十日町地域振興局やＪＡ十日町、市の職員とともに

稲を刈り取りました。新米は10月24日dに皇居で献納されます。

Ｑ．後期高齢者医療制度による
医療費の財源構成は？
後期高齢者医療制度による医療費の財源内訳は、

医療費の患者負担分を除くと、被保険者からの保険料

が10％、若年者からの支援金が約40％、公費負担が約

50％となっています。

◇健康支援課・教育委員会（教

育機関貸出用）・川西支所・中里

支所・松代支所・松之山支所・

中央公民館・総合体育館

◇県立十日町高等学校◇県立川

西高等学校◇十日町市中魚沼郡

医師会◇本町クリニック◇山口

医院（袋町）◇大熊内科医院◇

田村歯科医院◇西野歯科医院◇

十日町検診センター◇越後妻有

交流館キナーレ◇㈱なかさと清

津峡トンネル管理事務所◇㈱当

間高原リゾート「ベルナティオ」

◇7十日町スイミングスクール

◇㈱ラポート十日町◇ラポート

十日町葬祭センター「虹のホー

ル」◇㈱丸山工務所◇㈱小嶋屋

◇㈲桂林グループ（いずみ調剤

薬局）◇十日町自動車学校◇十

日町カントリークラブ◇千歳館

◇㈱拓越◇本町４丁目防災会

（順不同）

ＡＥＤサポート事業所 最
近
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
言
葉
を
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
特
に
運
動
競
技
中
に
急
に
倒
れ
た
人
の
命
を
救
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
で
は
、十
日
町
地
域
内
（
十

日
町
市
・
津
南
町
）
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
所
な
ど
に
対
し
て
、「
救
命
サ
ポ
ー
ト

表
示
マ
ー
ク
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
事
業
所
な
ど
の
営
業
時
間

内
で
緊
急
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
し
や
、
応
急
手
当
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
に
交
付
す
る
も
の
で
、
現
在
36
事
業
所
な
ど
に
交
付

し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
従
業
員
50
人
以
上
の
事
業
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
促
進
や
、

す
で
に
設
置
し
て
い
る
事
業
所
へ
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
協
力
依
頼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
取
扱
い
訓
練
を
含
め
た

普
通
救
命
講
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本
部
　
救
急
係
（
1
７
５
７
│
０
１
１
９
）

Ｑ．保険証は変わるのですか？
後期高齢者医療制度に加入すると、新しい保険

証に変わり、対象者には来年３月下旬に市から保険証

が送付されます（保険証の申請手続きは不要です）。

また、制度施行後に75歳となる人については、誕生

日前に保険証が届きます。

※医療機関で医療をうける時は、現行の老人保健制度

では、保険証と老人医療受給者証の２種類が必要でし

たが、後期高齢者医療制度になると、保険証１枚のみ

の提示となります。

Ｑ．窓口での
自己負担割合はどうなりますか？
医療費の自己負担割合は、一般の人は１割負担、

現役並み所得者は３割負担となります（所得区分は決

定し次第お知らせします）。保険証に自己負担割合が

記載される予定です。

医療費が高額になった場合は、現行と同様に高額医

療費制度や自己負担限度額などの設定があります。

《後期高齢者支援金》
各医療保険がそれぞれの加入者数（0歳～74歳）に応じて負担
するものです。医療保険者は、被保険者から保険料の中に支援
金に相当する分も併せて徴収し、社会保険診療報酬支払基金を
通して広域連合に交付される仕組みとなります。

※現役並み所得者（患者負担３割）の医療費は、公費負担の対
象外となり、保険料（10％）以外の部分は後期高齢者支援金
で賄われます。

Ａ
Ｅ
Ｄ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
紹
介
し
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

心
臓
の
心
室
細
動
の
際
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
（
電
気
的
除
細
動
）、
心
臓
の
働
き
を
戻

す
こ
と
を
試
み
る
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

を
略
し
た
も
の
。
平
成
16
年
７
月
か
ら
は
、

医
師
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
も
使
え
る
よ
う

に
な
り
、
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

シリーズ №3 保険証・窓口負担割合について

「後期高齢者医療制度」 介護国保課
国保係

1757-3735

問合せ
平成20年

4月から



9月19日d、蒲生の早

稲田大学セミナーハウス

で、科学実験教室が開催

されました。この教室は、

同大の施設がある地域へ

貢献することを目的に毎

年開催されているもので、

早稲田大学オープン教育

センター主催のもと、理

工学術院総合研究所、教

育・総合科学学術院の協

力により、松代・松之山

地域５小学校の５，６年

の児童約60人を対象に

実施されました。今回の

教室は、２つの異なる金

属をつなげた両方の接点

に温度差を与えると発電

する「ゼーベック効果」を応用して、模型のボートを動かそうという

実験で、熱電変換素子を取り付けたボートに氷を載せ、お湯に浮かべ

て走らせました。指導にあたった橋詰匠教授は「雪と温泉に恵まれた

この地域の資源を生かし、自然エネルギーに興味を持ってもらえたら

うれしい」と話していました。
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あてま森のフォーラム ～森のお話と秋の音色～

十
日
町
市
緑
道

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
認
定

tokamachi topics

９月23日a、第９回あてま森のフォーラムが、当間高原リゾートで

行われました。木立に囲まれた会場には、家族連れなど約150人が参

加。森のおはなしを聞いたり、自然観察、バームクーヘン作りをした

りして楽しいひとときを過ごしました。

この日、自然観察の講師を務めた㈱東京電力の平野篤さんからは、

目の前の木を使って生育の測定方法や二酸化炭素を吸収する仕組みな

どの説明を受けました。その後は、自然観察指導員とともに森の中の

動植物に触れたり、五十嵐正子さんなどによる「もみじ」「虫の声」

など秋にピッタリのオカリナ演奏に耳を傾けたりと、森の中で知性と

感性、さらには食欲も高めあう、おだやかな休日を過ごしました。

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
増
進
の
た
め
、

楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
め
る
コ
ー
ス

と
し
て
、
十
日
町
市
緑
道
な
ど
県
内
８
か
所
が

「
新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、

安
全
性
や
快
適
性
に
加
え
、
景
色
や
地
域
の
魅

力
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
日
町
市
緑

道
は
、
十
日
町
駅
西
口
付
近
か
ら
妻
有
大
橋
た

も
と
ま
で
の
約
１
・
５
㎞
の
舗
装
道
で
す
。
道

路
沿
い
に
は
、
博
物
館
や
情
報
館
な
ど
の
施
設

や
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
作
品
が
並
び
、
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
遊
歩
道
で
す
。

県内の長距離の普及強化を図り、地域の活性化・発展に寄

与することを目的として毎年開催されている十日町長距離カ

ーニバルが、９月29日g陸上競技場で開催されました。記

念すべき20回目の今回は、招待選手として日本女子陸上競技

3000m・5000mの日本記録保持者福士加代子選手（ワコール

所属）が来市。競技の合間に行われた「ふれ合いトーク」で

は、日本を代表するアスリートの登場に集まった小・中学生

などから大歓声があがりました。「レース前のアップの仕方は

どうしていますか？」など質問が次々と出され、参加者は終

始なごやかな雰囲気でふれ合いの時間を楽しみました。

氷とお湯で電気をおこす 早大科学実験教室

雨
に
も
負
け
ず
元
気
に
楽
習

工
夫
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
宝
箱

９
月
22
日
g
〜
24
日
b
の
３
日
間
、
ク
ロ
ス

10
で
第
35
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
児
童
生
徒

発
明
工
夫
模
型
展
」
「
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
第

23
回
児
童
生
徒
生
物
標
本
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
発
明
・
模
型
の
部
で
は
１
、
１
３
５
点
、

生
物
標
本
の
部
で
は
２
９
４
点
、
合
計
１
、
４

２
９
点
が
出
品
。
児
童
生
徒
た
ち
の
力
作
が
と

こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
会
場
に
は
、
３
日
間

で
約
５
、
０
０
０
人
が
訪
れ
、
興
味
深
そ
う
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

tokamachi topics

十日町市の「だいじんがぁ（＝大事なもの）」を大公

開！地域の皆さんそれぞれの自慢のだいじんがぁを見に

来てみませんか。

●会　期 ～12月２日a

●会　場 「森の学校」キョロロ

●入館料 大人500円、小・中・高校生300円

※団体（20人以上）は50円引き

●開館時間 午前９時～午後５時

（入館は４時30分まで）

●休館日 毎週火曜日

●問合せ 「森の学校」キョロロ　1595-8311

◆同時開催

つまりの里
風景写真展

～桜沢正司・
茂野誠一郎

二人展～

「森の学校」キョロロ

９
月
30
日
a
、
妻
有
大
橋
右
岸
た
も
と
の

つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
で
第
６
回
水
辺
の
楽
校

が
開
催
さ
れ
、
虫
カ
ゴ
や
網
を
持
っ
た
親
子

連
れ
な
ど
約
90
人
が
水
生
生
物
や
昆
虫
な
ど
の

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
魚
が
い
た
よ
！
」「
こ
れ
は
何
て
名
前
の
虫
？
」
と

元
気
に
草
む
ら
や
川
を
散
策
し
、
ひ
ろ
ば
内
に
生
息

す
る
生
き
物
な
ど
の
観
察
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

観
察
会
終
了
後
に
は
温
か
い
豚
汁
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、

雨
で
体
の
冷
え
た
参
加
者
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

十日町市だいじんがぁ自慢大会
日本女子陸上長距離界エース

福士加代子選手来市！
環境講演会

思いは地球規模で、
行動は足元から

～ 人生互いに思いやり ～

思いは地球規模で、
行動は足元から

入場料 無　料

問合せ　市民生活課環境政策室環境企画係

1757-3740（内線157）

漫才師・
環境カウンセラー

林家カレー子さん

日　時 10月28日a 午後１時30分～

会　場 十日町情報館

講　師

主婦の目から見た身近な環境問題を提起し

ます。環境について

楽しみながら考えて

みませんか。
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
寄

せ
ら
れ
た
支
援
へ
の
感
謝
と
復
興
に

向
け
て
の
決
意
を
示
し
ま
す
。（
一
般

参
加
自
由
、
事
前
申
込
み
不
要
）
●

日
時
＝
10
月
23
日
c
午
前
10
時
〜
11

時
（
受
付
開
始
９
時
）
●
会
場
＝
長

岡
市
立
劇
場
※
駐
車
場
な
し
●
問
合

せ
＝
防
災
安
全
課
震
災
復
興
係
（
内

線
２
８
７
）

●
日
時
＝
10
月
①
25
日
e
午
後
７
時

15
分
〜
８
時
30
分
②
26
日
f
午
前
10

時
45
分
〜
正
午
●
会
場
＝
総
合
体
育

館
●
対
象
＝
15
歳
以
上
※
中
学
生
不

可
●
参
加
費
＝
無
料
※
施
設
使
用
料

２
０
０
円
ま
た
は
定
期
券
が
別
途
必

要
●
定
員
＝
各
日
先
着
70
人
●
持
ち

物
＝
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス

タ
オ
ル
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
総
合

体
育
館
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

古
着
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
健
康

的
で
足
音
も
静
か
な
自
分
だ
け
の
布

ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
①

午
前
10
時
〜
②
午
後
１
時
30
分
〜
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
無
料

●
定
員
＝
各
回
先
着
15
人
●
講
師
＝

江
口
サ
カ
イ
さ
ん
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
環
境

企
画
係
（
内
線
１
５
７
）

●
日
時
＝
①
11
月
９
日
f
午
後
６
時

30
分
（
受
付
６
時
）
〜
９
時
30
分
②

11
月
18
日
a
午
前
９
時
（
受
付
８
時

30
分
）
〜
正
午
③
11
月
25
日
a
午
前

９
時
（
受
付
８
時
30
分
）
〜
正
午
●

会
場
＝
①
十
日
町
地
域
消
防
本
部
②

松
代
支
所
③
松
之
山
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
●
対
象
＝
中
学
生
以
上
●
受

講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
①
③
先
着
30

人
②
先
着
15
人
●
内
容
＝
心
肺
蘇
生

法
・
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
取
扱
い
訓
練
※
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
①
11
月
４
日
a
ま
で

に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
1
７
５

７
│
０
１
１
９
）
②
11
月
13
日
c
ま

で
に
松
代
分
遣
所
（
1
５
９
７
│
２

３
１
０
）
③
11
月
20
日
c
ま
で
に
松

之
山
分
遣
所
（
1
５
９
６
│
２
３
３

０
）肩

こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
改
善
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝
〜
12
月

11
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
●
会
場
＝
明
石
の
湯
●

参
加
費
＝
１
回
１
、
０
０
０
円
・
５

回
チ
ケ
ッ
ト
４
、
０
０
０
円
※
明
石

の
湯
入
館
料
込
み
●
定
員
＝
18
人
※

予
約
優
先
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

ぶ
な
の
森
の
楽
し
さ
や
豊
か
な
自

然
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
10
月
21
日
a
午
前

８
時
45
分
集
合
〜
午
後
２
時
●
集
合

場
所
＝
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
天
文
台

広
場
●
参
加
費
＝
無
料
●
ガ
イ
ド
＝

県
自
然
観
察
指
導
員
●
持
ち
物
＝
昼

食
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
雨
具
、
着

替
え
、
タ
オ
ル
な
ど
※
履
き
な
れ
た

登
山
靴
か
ズ
ッ
ク
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10

月
18
日
e
ま
で
に
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
1
７
５

７
│
３
１
０
０
）

●
日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
８
時
30

分
集
合
●
集
合
場
所
＝
清
津
峡
ホ
テ

ル
せ
と
ぐ
ち
●
参
加
費
＝
大
人
１
、

０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
５
０
０
円

（
保
険
・
入
浴
料
込
み
）
●
コ
ー
ス
＝

魚
沼
展
望
台
〜
当
間
山
登
山
道
コ
ー

ス
〜
鷹
羽
〜
市
之
越
〜
ハ
イ
ロ
ー
ド

（
所
要
時
間
約
４
時
間
）●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
10
月
24
日
d
ま
で
に
な
か

さ
と
清
津
観
光
協
会
（
1
７
６
３
│

３
１
６
８
）

紅
葉
の
松
之
山
街
道
を
自
然
観
察

や
歴
史
探
訪
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
約
６
時
間
の

行
程
で
す
。
●
期
日
＝
10
月
21
日
a

●
集
合
場
所
＝
ま
つ
だ
い
駅
●
出
発

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
●
定
員
＝
先

着
10
人
●
参
加
費
＝
１
、
２
０
０
円

※
芝
峠
温
泉
雲
海
入
浴
券
付
き
●
コ

ー
ス
＝
バ
ス
で
苧
島
集
落
〜
松
苧
神

社
〜
菅
刈
〜
松
之
山
街
道
〜
犬
伏
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
20
日
g
ま

で
に
松
代
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
若
月
（
1
５
９
７
│
２
４
５
４
）

●
日
時
＝
10
月
20
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
エ
ン
ゼ
ル

妻
有
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
な
ご
み
の
家
●
内
容
＝
作
品
展

示
、
授
産
製
品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
演

芸
、
軽
食
販
売
な
ど
▼
当
日
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
。
●
申

込
締
切
＝
10
月
15
日
b
●
問
合
せ
＝

み
つ
ば
祭
事
務
局
（
な
ご
み
の
家
内

1
７
５
２
│
５
２
１
２
）

地
産
地
消
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
食

育
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
10
月
20
日
g
午
後
６
時
〜

●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
参
加

費
＝
無
料
●
内
容
＝
▼
第
１
部
‥
講

演
「
地
場
産
野
菜
を
使
っ
た
学
校
給

食
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
保
坂
久

代
氏
（
川
西
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
第
２
部
‥
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
●
問

合
せ
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
千
手
支
店
（
1

７
６
８
│
３
３
３
１
）

●
日
時
＝
10
月
23
日
c
午
後
６
時
30

分
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
講
師
＝
高
橋
新
一
氏
（
柏
崎

市
議
会
議
員
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町

平
和
セ
ン
タ
ー
（
1
７
５
７
│
０
２

７
２
）

●
日
時
＝
10
月
27
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
下
条
三
好
園
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台
●
内
容
＝
作

品
展
示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
●
問

合
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好

園
（
1
７
５
６
│
２
１
０
６
）

会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
絵
が

好
き
な
人
、
絵
を
初
め
て
み
た
い
人

大
歓
迎
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
11
日

e
〜
23
日
c
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

７
時
※
日
曜
日
・
祝
日
は
５
時
閉
館

●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料

●
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
火
曜
日
休
館
）
●
問
合
せ
＝

徳
永
（
1
７
５
８
│
３
４
１
２
）

●
日
時
＝
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

午
後
２
時
〜
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

●
参
加
費
＝
３
０
０
円
※
18
歳
以
下

無
料
●
内
容
＝
講
演
「
東
歌
と
防
人

の
歌
│
農
民
と
兵
士
の
愛
と
悲
し
み

│
」
岩
田
正
氏
（
歌
人
・
評
論
家
）、

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
な
ど
●
問
合
せ
＝

吉
楽
（
1
７
６
３
│
２
６
２
６
）

衣
類
・
雑
貨
・
手
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
自
分
の
店
を
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
11
月
３
日
（
文

化
の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
出
店
料
＝
５
０

０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー

レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
募
集
期
間
＝
10
月
12
日
f
〜
25
日

e
※
入
居
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課
建

築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

20
年
７
月
１
日
ま
た
は
10
月
１
日

採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
受
験

資
格
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
●
応
募
職
種
・
人
数
＝
①

航
海
‥
約
10
人
②
機
関
‥
約
10
人
③

通
信
・
技
術
‥
若
干
名
④
飛
行
‥
約

５
人
⑤
整
備
‥
約
５
人
●
受
付
期

間
＝
10
月
12
日
f
〜
10
月
26
日
f
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
第
九
管
区
海
上

保
安
本
部
人
事
課
（
1
０
１
２
０
│

４
４
４
│
５
７
６
）

20
年
１
月
１
日
付
け
採
用
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
職

種
・
人
数
＝
一
般
事
務
（
川
西
地
域

担
当
）
１
人
●
受
験
資
格
＝
①
20
年

１
月
１
日
現
在
で
満
30
〜
50
歳
の
人

②
市
内
在
住
で
川
西
地
域
に
詳
し

く
、
十
日
町
事
務
局
に
通
勤
可
能
な

人
※
要
普
通
自
動
車
免
許
●
任
用
期

間
＝
原
則
１
年
と
し
、
成
績
良
好
の

場
合
は
継
続
●
選
考
方
法
＝
書
類
審

査
、
面
接
な
ど
（
12
月
中
旬
を
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
14
日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
を
6
十
日
町
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒
９
４

９
│
８
５
２
２
十
日
町
市
伊
達
３
1

新
潟
県
中
越
大
震
災

３
周
年
合
同
追
悼
式

普
通
救
命
講
習
会

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

（
タ
イ
式
ヨ
ガ
）
教
室

ヨ
ガ
体
験
講
座

◆10・23「想う灯」つづく道 つながる明日
光る風船を手に街を巡りませんか。午後７時30分からはコモ通りで
ライブ（出演：高野千恵さんほか）を行います。

●日　時 10月23日c午後７時～　●参加費 無料

※午後６時45分～キナーレで風船を配布（先着600個）
●コース キナーレ～本町通り～駅通り～昭和町～高田町～コモ通り
●問合せ 関谷（1090-9369-9481）

◆中越から中越沖へ「想う灯」チャリティライブ
～『ハナレグミ』をゲストに～

中越沖地震の被災者にエールを送ります。
●日　時 10月21日a 第１部：正午～午後６時

第２部：午後７時～９時
●会　場 まつだい農舞台
●入場料 第１部：無料

第２部：一般1,000円、中学生以下無料
●出　演 第１部：地元ミュージシャンなど　

第２部：ハナレグミ with Ｕ-zhaan
●プレイガイド　中央公民館、農舞台ほか
※ホームページ（http://10kamachi.com/1023）でも入手可能

●問合せ 奥平（1090-7414-8554）

震災復興祈念イベント「想う灯」

紅
葉
の
当
間
山
ハ
イ
キ
ン
グ

古
道
松
之
山
街
道

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

塚
原
町
３
施
設
合
同
文
化
祭

み
つ
ば
祭

十
日
町
９
条
の
会
１
周
年
記
念

輝
け
憲
法
９
条
！
文
化
の
集
い

第
９
回
ひ
ま
わ
り
会
絵
画
展

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

キ
ナ
ー
レ
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

海
上
保
安
庁
船
艇
・
無
線

従
事
・
航
空
職
員
募
集

環
境
フ
ェ
ア

布
ぞ
う
り
教
室

講
演
会
「
中
越
沖
地
震
と

原
発
の
被
害
」

じ
ょ
ん
の
び
祭

家 賃（月） 募集戸数 備　考

１戸

２戸

１戸

２戸

３戸

１戸

18,000円～29,900円

8,900円～14,600円

19,500円～32,300円

20,000円

12,000円～19,900円

32,000円～44,800円

Ｃ303号室

２号室

11、17、21号室

６帖２室、
4.5帖１室、DK

８帖１室、
６帖１室、LDK

６帖１室、
4.5帖２室、DK

８帖２室、
６帖１室、DK

間 取 り物　　　　件地域

谷内丑市営住宅

朝 日 町 団 地

善宗塚市営住宅

十日町

川 西

松 代

松之山

平成元年度建築
鉄筋コンクリート造３階建

Ｋ5、K17号室
（条件により単身可）

６帖１室、
３帖１室、DK黒沢県営住宅

昭和46年度建築
簡易耐火造２階建

平成２年度建築
木造高床３階建

１、３号室
（駐車場なし）

６帖３室、DK下平新田団地
昭和47年度建築
木造２階建

昭和52年度建築
簡易耐火造３階建

３号室渋 海 団 地
（特定公共賃貸住宅）

平成８年度建築
木造高床３階建

震災復興祈念イベント「想う灯」ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
ー

紅
葉
の
当
間
山
を
歩
こ
う

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

（社）

食
育
で
ま
ち
づ
く
り
を
…

い
ま
こ
そ
日
本
型
食
生
活

に
戻
そ
う
！



為
に
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
近
日
中
に

調
査
票
が
届
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
福

祉
課
福
祉
計
画
係
（
内
線
１
３
４
）

近
年
、
虐
待
な
ど
で
家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
児
童
の
多
く
は
児
童
福
祉
施

設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
の

健
全
な
成
長
に
は
温
か
い
家
庭
で
の

生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
里
親
制
度

は
児
童
の
幸
せ
の
た
め
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
里
親
に
は
、

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
健
康
的
な
明

る
い
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
が
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
人
は
、
児
童
相
談
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
県

南
魚
沼
児
童
相
談
所
（
1
０
２
５
│

７
７
０
│
２
４
０
０
）

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
だ

っ
た
人
が
、
就
職
な
ど
に
よ
り
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
た

場
合
は
、
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る

た
め
、
住
所
地
の
国
民
年
金
係
へ
届

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
60
歳
未
満

の
人
で
勤
務
先
を
退
職
し
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者
で
な
く

な
っ
た
人
も
国
民
年
金
係
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。
●
届
出
に
必
要
な
も

の
＝
①
就
職
し
た
人
‥
年
金
手
帳
・

就
職
先
か
ら
の
厚
生
年
金
保
険
資
格

取
得
連
絡
票
ま
た
は
健
康
保
険
証
②

退
職
し
た
人
‥
年
金
手
帳
・
退
職
先

か
ら
の
離
職
票
ま
た
は
厚
生
年
金
保

険
資
格
喪
失
連
絡
票
●
届
出
・
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
年
金
係
（
内
線
１

６
７
・
１
６
８
）
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課

家
電
４
品
目
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン

の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
４
月
１
日
に

改
定
さ
れ
、
表
の
と
お
り
値
下
げ
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
家
電

取
扱
店
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
ほ
か
に

運
搬
料
金
が
必
要
●
問
合
せ
＝
環
境

衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
管
理
運

営
し
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。
原
則

と
し
て
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
会
社
は
、
す
ぐ
に
労
働
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

新
潟
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
（
1

０
２
５
│
２
３
４
│
５
９
２
１
）
ま

た
は
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

川
西
地
域
の
行
政
相
談
を
24
日
d

も
開
催
し
ま
す
。
会
場
・
時
間
は
23

日
c
と
同
じ
で
す
。
●
問
合
せ
＝
川

西
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係
（
1
７

６
８
│
４
９
５
６
）

11
月
10
日
g
に
予
定
し
て
い
た
サ

タ
デ
ー
市
長
室
は
、
12
月
22
日
g
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
・
時
間

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
●
問
合
せ

＝
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
２
１

３
）

市報とおかまち『だんだん』平成19年10月10日号27 市報とおかまち『だんだん』平成19年10月10日号 26

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

７
５
８
│
４
８
０
９
）

【
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
初
級
コ
ー
ス
】
●
日
時
＝
11
月
10

日
g
・
17
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
●
会
場
＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
●
受
講
料
＝
２
、
４
０
０
円
※

テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
●
定
員
＝

20
人
●
申
込
み
締
切
＝
10
月
25
日
e

【
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
（
実
技
）
コ
ー
ス
】

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
検
定
の
試
験
合
格

を
目
標
に
学
科
・
実
技
を
学
び
ま

す
。
●
日
時
＝
11
月
14
日
d
・
15
日

e
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
●
受
講

料
＝
３
、
９
０
０
円
●
定
員
＝
10
人

●
申
込
み
締
切
＝
10
月
30
日
c

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
立
上
越
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1
０
２
５
│
５
４

５
│
２
１
９
０
）

肺
結
核
の
後
遺
症
や
肺
気
腫
な
ど

に
よ
る
せ
き
・
た
ん
・
息
切
れ
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
人
は
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
原
則
３
回
受
講
で
す
が
１

回
の
受
講
も
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝

①
10
月
23
日
c
午
後
１
時
〜
４
時
②

10
月
29
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
③
11
月
６
日
c
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
な
ご
み
の
家

●
参
加
費
＝
無
料
※
昼
食
会
は
実
費

あ
り
●
内
容
＝
①
肺
機
能
検
査
、
講

話
「
呼
吸
器
の
し
く
み
と
病
気
の
治

療
に
つ
い
て
」
布
施
克
也
氏
（
松
代

病
院
院
長
）
②
理
学
療
法
士
に
よ
る

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
講
話
・
実
技
指
導
③
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
話
、
昼
食
会
、
座
談
会

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
17
日
d

ま
で
に
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

●
日
時
＝
10
月
28
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
内

容
＝
図
書
案
内
、
Ｃ
Ｄ
図
書
再
生
専

用
機
器
の
操
作
説
明
な
ど
●
問
合

せ
＝
県
点
字
図
書
館
（
1
０
２
５
│

３
８
１
│
８
１
１
１
）

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
先

順
位
ご
遺
族
１
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と

請
求
が
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
●
対
象
＝
▼
１
‥
弔
慰
金

の
受
給
権
者
（
前
回
の
第
６
回
ま
た

は
第
７
回
の
支
給
で
受
給
し
た
人
、

前
回
受
給
し
た
人
が
平
成
17
年
４
月

１
日
以
降
に
亡
く
な
り
そ
の
相
続
を

受
け
た
人
）
▼
２
‥
戦
没
者
な
ど
の

子
ど
も
▼
３
‥
戦
没
者
な
ど
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
▼
４
‥
１
〜
３

以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
▼
５
‥
１
〜
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
る
）
●
給
付
内

容
＝
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
●
請
求
期
限
＝
20
年
３
月
31

日
●
請
求
窓
口
・
問
合
せ
＝
福
祉
課

援
護
係
（
内
線
１
３
１
）、
川
西
支

所
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
（
1
７

６
８
│
４
９
５
７
）、
中
里
支
所
健

康
福
祉
課
障
害
高
齢
援
護
係
（
1
７

６
３
│
３
１
２
１
）、
松
代
支
所
健

康
福
祉
課
障
害
高
齢
援
護
係
（
1
５

９
７
│
２
２
２
１
）、
松
之
山
支
所

健
康
福
祉
課
子
育
て
障
害
援
護
係

（
1
５
９
６
│
２
１
６
９
）

市
が
発
行
す
る
「
児
童
医
療
費
受

給
者
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
保
護
者
の
負
担
が
入
院
１
日
に

つ
き
１
、
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

小
・
中
学
生
が
入
院
す
る
際
は
市
の

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
●
手

続
き
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
入
院

す
る
子
ど
も
の
保
険
証
●
受
付
窓

口
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医

療
係
（
内
線
１
２
７
）
ま
た
は
各
支

所
健
康
福
祉
課

10
月
か
ら
制
度
の
内
容
が
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
①
申
請

窓
口
が
、
十
日
町
警
察
署
交
通
課
に

な
り
ま
し
た
②
標
章
は
、
車
両
の
特

定
で
は
な
く
、
身
体
障
害
者
本
人
に

対
し
て
交
付
し
ま
す
③
標
章
が
交
付

さ
れ
る
障
害
種
別
・
等
級
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
※
現
在
交
付
さ
れ

て
い
る
標
章
は
、
有
効
期
限
満
了
ま

で
有
効
で
す
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警

察
署
交
通
課
（
1
７
５
２
│
０
１
１

０
）市

で
は
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え

や
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
中
学

生
以
上
の
人
３
、
０
０
０
人
を
無
作

●十日町市へ＝北信越市議会議長会（100,000円）

新潟県市議会議長会（50,000円）福井市議会

（50,000円）福井市（100,000円）宗教法人金

光教（100,000円）川越市自治会連合会大東支

会（50,000円）金沢市（100,000円）心にやす

らぎを実行委員会（54,715円）

●交通遺児等援助基金へ＝

上町俄若衆連（17,945円）十日町高校定時制

生徒（23,137円）

●地域福祉基金へ＝

中条病院患者会（13,800円）

●情報館へ＝寺崎富治（旭ヶ丘）平野幸治（山野

田）丸山浩（稲葉）西方幸男（川原町）高橋加

代子（伊友）庭野勇吉（高田町３西）井之川正

昭（本屋敷）平野悟（東善寺）目黒健二（新潟

市）長谷川清（栃木県宇都宮市）柳与志晴（東

京都練馬区）

●博物館へ＝岩田傳作（中条上町）

９月26日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

就
職
・
退
職
し
た
ら
届
出
を

移
動
点
字
図
書
館

身
体
障
害
者
の
駐
車
禁
止

除
外
指
定
車
標
章
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

10
月
は
里
親
月
間
で
す

息
ら
く
ら
く
教
室

小
・
中
学
生
が
入
院
す
る

際
に
は
助
成
の
手
続
き
を

地
域
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

エ
ア
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
値
下
げ
の
お
知
ら
せ

川
西
地
域
の
行
政
相
談
日

追
加
の
お
知
ら
せ

10
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

サ
タ
デ
ー
市
長
室
開
催
日

変
更
の
お
知
ら
せ

エ
ア
コ
ン

※
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

料
金
が
違
い
ま
す
　

※平成19年９月４日付環境省通知

現行料金
（税込）

3,150円

4,189円

3,675円

4,714円

旧料金
（税込）

対象品目

▼
先
月
16
日
か
ら
開
催
さ
れ
街
に
彩
り
を
添

え
て
く
れ
た
「
き
も
の
の
町
の
キ
ル
ト
展
」。

期
間
中
は
休
日
だ
け
で
な
く
平
日
も
、
女
性

グ
ル
ー
プ
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片
手
に
、
商
店

街
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
中
の
作
品
を
眺
め
て
い

る
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
し
た
。
最
近
は
、
キ

ル
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
広
が
り
、
型
に

と
ら
わ
れ
な
い
個
性
豊
か
な
作
品
は
見
て
い

て
楽
し
い
で
す
。
１
針
１
針
に
作
者
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
作
品
は
、
世
界
に
ひ
と
つ
と

し
て
同
じ
物
が
な
い
こ
と
が
、
１
番
の
魅
力

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
世
界
陸
上
大
阪
大
会
で
も
活
躍
し
て
い
た

福
士
加
代
子
選
手
に
逢
え
る
の
を
楽
し
み

に
、
長
距
離
カ
ー
ニ
バ
ル
の
取
材
に
行
き
ま

し
た
。「
笑
顔
の
爆
走
娘
」
の
走
り
を
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
あ
の
福
士

ス
マ
イ
ル
は
健
在
で
し
た
。

駅
伝
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
。
地
元
選
手
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

▼
ウ
エ
ス
ト
回
り
が
85
㎝
を
超
え
る
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
注
意
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ

が
25
超
で
肥
満
に
注
意
。
健
康
状
態
を
具
体

的
な
数
字
で
表
す
と
目
標
が
定
め
や
す
く
、

運
動
の
習
慣
や
食
生
活
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
号
で

は
、
市
の
決
算
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合

併
後
初
め
て
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
財

務
諸
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
例

年
よ
り
１
か
月
遅
れ
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
表
は
、
人
間
の
健
康

診
断
と
同
じ
く
、
自
治
体
の
体
質
を
知
る
う

え
で
大
切
で
す
。
数
字
ば
か
り
で
、
こ
れ
ら

を
単
独
で
み
る
と
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
、
今

後
毎
年
の
数
字
の
変
化
を
み
た
り
、
同
規
模

の
自
治
体
と
比
較
し
た
り

す
る
と
、
十
日
町
市
の

姿
が
見
え
て
く
る
大
切

な
指
標
で
す
。

（優）（鈴）

新潟県後期高齢者医療広域連合では、「後期高齢者医療制

度」の運営にあたり、基本となる条例の骨子（案）を作成

しました。この骨子（案）について、パブリックコメント

を募集します。みなさんのご意見をお寄せください。

◆意見の募集期間：～10月29日b（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁介護国保課・各支所市民生活課、

または広域連合ホームページ（http://www.niigata-

kouiki . jp）

◆意見の提出方法：

①郵便（〒950-0965  新潟市中央区新光町４-１ 新潟県

自治会館本館内）②FAX（025-285-3315）③電子メー

ル（jim02@niigata-kouiki.jp）

◆その他：パブリックコメントの結果の公表は、11月中旬

に本庁介護国保課・各支所市民生活課での閲覧・配布及

び広域連合ホームページで行います。

◆問合せ：新潟県後期高齢者医療広域連合総務課企画係

1025-285-3221

県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集
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ら
ら
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く

学校でかっているヤギの「ららちゃん」は葉っぱが大好き。学年のみんなが当番でエサをやったり散歩に連れて行ったりします。かわいいみんなの人気者です。

佐藤麟太朗さん（１年）

イ
ヤ
な
こ
と
を
み
ー
ん
な

食
べ
て
く
れ
る
ゆ
め
の
魚

大きな海にすん
でいて、子どもた

ちがイ

ヤがっているこ
とを食べてくれ

る魚です。

目がするどくて
、きばもあって

強いんだ。

いろんな紙を貼
ってきれいにし

ました。

佐藤　翔さん（
２年）

ば
ん
え
つ
物
語
号

ぼくは、石炭や客車を引っ張って力強
く走る機関車が大好きです。去年、機関
車に乗れてうれしかったです。大きくな
ったら機関車の運転手になりたいです。

小堺琢矢さん（３年）

大
変
な
田
植
え

５年生全員で田
植えをしている

ところ

です。斜めに線
を描いたり奥の

色を薄く

したりして遠近
感を出しました

。収穫し

たお米を食べる
のが楽しみだな

ぁ。

山本明莉さん（
５年）

『
心
』
を
く
れ
た
友
達

無愛想な女子高生が、不思議な転校生と出会って、見る世界が変わるという話です。笑顔、友達、生きていることはどういうことなのかを考えながら描きました。

登坂奈津美さん（６年）

市民の動き

十
日
町
小
学
校

28

花　　火

大
好
き
な
猫
が
き
れ
い
な
花
火
を

見
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
あ
ま

り
見
に
は
行
か
な
か
っ
た
け
ど
、
家

族
や
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
花
火
が
で

き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

石
井
奈
々
さ
ん
（
４
年
）

■人　口 62,157人（－37） 男 30,442人（－8） 女 31,715人（－29）
■世帯数 19,937世帯（＋9） 9月末現在（ ）は前月からの増減

かける

りん た ろう

たく や

あか り

な つ み

な

な
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